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1. まえがき 

近年，画像認識技術の発達により，AI を用いた映像解析

が急速に拡大している．そこで 2019 年，Moving Picture 

Experts Group (MPEG) では，Video Coding for Machines 

(VCM) を画像認識のための映像符号化と位置づけ，標準化

作業を開始している．VCM では，より高い映像の圧縮率

と画像認識精度が求められる．本稿では，CNN と Versatile 

Video Coding (VVC) を組み合わせることにより，YOLO-v7

による物体検出精度が高くなる映像符号化手法を提案する．

YOLO-v7の学習済みモデルにより，映像から抽出する特徴

量を用いて CNN を学習することで，物体検出に有効な映

像を作成する． 

2．提案手法 

 VVC[1]は最新の動画像符号化方式であり，高い圧縮率

と映像品質を達成している．しかし，視聴用符号化方式と

して設計されているため，CNN と VVC を組み合わせるこ

とにより，YOLO-v7[2]による物体検出のための映像符号化

手法を提案する．まず CNN により映像の画像サイズを半

分に縮小し，その映像を VVC により圧縮することで高い

圧縮率を達成する．VVC デコーダの出力映像を，CNN に

より元のサイズに戻すことで，物体検出に必要な映像情報

の復元を目指す．VVC の符号化処理には VTM10.0[3]を使

用し，参照構造は「lowdelay_P」とする．提案する映像符

号化手法を図１に示す． 

  CNN の学習には YOLO-v7 の特徴量を用いる．映像の特

徴抽出には学習済みモデルの backboneを使用し，生成映像

と正解映像の特徴量の平均二乗誤差 (MSE) を損失計算に

用いる．学習に用いる損失関数を次の式(1)に示す． 
  

𝐿𝑂𝑆𝑆 = 𝑀𝑆𝐸(𝑦𝑜𝑙𝑜(𝐼𝑐𝑜𝑑𝑒𝑑), 𝑦𝑜𝑙𝑜(𝐼𝑟𝑎𝑤)) (1) 
 

ここに，𝑦𝑜𝑙𝑜 は YOLO-v7 の backbone を用いた特徴抽出器

を表し，𝐼𝑐𝑜𝑑𝑒𝑑  は生成画像, 𝐼𝑟𝑎𝑤  は正解画像を表す．  

3．実験と結果 

学習には, SJTU[4] ，UVG[5] ，MCML-4K-UHD[6]の三つ

のデータセットを用いる．テストではVCMのCommon Test 

Condition (CTC)[7] で用いられる，SFU-HW-Objects-v1[8]を

使用する．学習に用いるシーケンスはすべて画像サイズが

4K であるため，テストでは最も画像サイズが大きい class 

Aの Trafficシーケンスを用いる． 

 

図１ 提案する映像符号化手法 

図２ 各符号化手法における bitrateと mAPの関係 

 

提案手法による符号化映像とVTM10.0による符号化映像

の物体検出精度を比較する．また，画像サイズを半分に縮

小し，VTM10.0 により符号化した場合の物体検出精度とも

比較する．物体検出モデルは YOLO-v7 とし，比較する

VTM の参照構造は「randomaccess」とする．検出精度は

mean Average Precision (mAP) を用いて計測し，計測時に用

いる Intersection over Union の閾値は 0.5 とする．符号化映

像の bitrateとmAPの関係を図２に示す．図２より，提案手

法は，映像の圧縮効率と物体検出精度で，VVCを上回るこ

とが分かる．さらに，単純に画像サイズを縮小してから符

号化する場合よりも，物体検出精度が高いことが分かる． 

4．むすび 

本稿では，YOLO-v7 のための映像符号化手法として，

CNN と VVC を組み合わせた手法を提案した．CNN を

YOLO-v7の学習済みモデルを用いて学習させることで，物

体検出に有効な映像を作成できることを実験により示した．  
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